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河嶋厚成, 藤田和利, 植村元秀, 野々村祝夫. 局所放射線治療後の再発例に対するPSMA-PET診断と組織生検

の意義. 第37回前立腺シンポジウム; 20221210; 東京. 
 
星誠二, 針金佑樹, 八木沼恵, 遠藤侑, 今井仁美, 松岡優太, 小名木彰史, 松岡香菜子, 胡口智之, 秦淳也, 
佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小島祥敬. 去勢抵抗性前立腺癌における223Ra投与中における18F-FDG 
PET陽性新規骨病変は治療予後不良因子である. 第37回前立腺シンポジウム; 20221211; 東京. 
 
〔シンポジウム〕 
 
秦淳也. 「腎移植適応の限界に挑む」－子から親への腎移植－. 第48回東北腎不全研究会; 20220820; 山形. 
 
赤井畑秀則, 粂川知之, 遠藤侑, 松岡香菜子, 星誠二, 胡口智之, 秦淳也, 佐藤雄一, 片岡政雄, 小島祥敬. 
副腎腫瘍に対する reduced port surgery. 第36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会; 20221111; 神戸. 
 
小島祥敬, 佐藤雄一, 夏谷広樹, 粂川知之, 針金佑樹, 八木沼恵, 今井仁美, 松岡優太, 小名木彰史, 松岡

香菜子, 星誠二, 胡口智之, 秦淳也, 赤井畑秀則, 片岡政雄. 小児泌尿器科領域におけるロボット支援手術の

現状と今後の展望. 第35回日本内視鏡外科学会総会; 20221209; 名古屋. 
 
〔特別講演〕 
 
星誠二. PSMA-PET/MRIを用いた前立腺癌の診断・治療への当科の取り組み. 第89回うつくしま泌尿器科研究

会; 20220428; 福島. 
 
小島祥敬, 田中秀明, 横谷進, 栗田宜明, 井高貴之, 石川徹夫, 江澤淑子, 大戸斉. 停留精巣の発症原因－遺

伝的因子と環境因子－. 日本アンドロロジー学会第41回学術大会; 20220604; いわき. 
 
小島祥敬. まじめな性のはなし. 泌尿器科 日常診療向上のためのウロセミナー2022; 20220728; 岐阜. 
 
植村元秀. 腎細胞癌薬物治療について～カボザンチニブを中心に～. 第265回日本泌尿器科学会東北地方会; 
20221015; 福島. 
 
〔招待講演〕 
 
赤井畑秀則. 尿路上皮バリア機構障害に起因する下部尿路機能障害発症機序. 第23回UTPシンポジウム; 
20220115; Web. 
 
星誠二. 泌尿器系のがん治療について 講演Ⅰ. がん診療連携拠点病院の薬局薬剤師研修支援事業 薬局薬剤師を

対象としたがん領域研修会; 20220303; Web. 
 
松岡香菜子. 利尿適応性と下部尿路機能障害～OABと夜間頻尿の病態解明に向けた臨床研究～. 夜間頻尿診療を

－243－



考える会 in GIFU; 20220305; 岐阜. 
 
胡口智之. ミオイノシトール代謝と ISYNA1発現変化が腎癌に及ぼす影響. MICHINOKU泌尿器科セミナー; 
20220402; Web. 
 
片岡政雄. 腹腔鏡下仙骨膣固定術における後膣壁修復の工夫. 第14回福島県泌尿器手術手技研究会・第91回うつ

くしま泌尿器科研究会; 20220709; 郡山. 
 
小川総一郎. 環境省における放射線健康管理について. 第16回ムーミン先生と課外授業 環境保健セミナー＠福

島医大; 20220803; 福島. 
 
小島祥敬. 特別発言 日本排尿機能学会における教育活動の現状と今後の展望. 第29回日本排尿機能学会; 
20220902; 札幌. 
 
小島祥敬. 泌尿器科救急疾患とその対処法. 大原綜合病院泌尿器科勉強会; 20220929; 福島. 
 
夏谷広樹. 福島県立医科大学泌尿器科学講座医局紹介. 大原綜合病院泌尿器科勉強会; 20220929; 福島. 
 
小島祥敬. 前立腺肥大症と過活動膀胱. 過活動膀胱【OAB】診療アップデートセミナーin相双; 20221006; 南相

馬. 
 
〔その他〕 
 
松岡香菜子, 赤井畑秀則, 秦淳也, 小島祥敬. 緑茶 習慣的な摂取が頻尿予防に効果 世界初 福医大研究グル

ープが解明. 福島民報; 20220112; 25. 
 
松岡香菜子, 赤井畑秀則, 秦淳也, 小島祥敬. 緑茶の習慣 頻尿防ぐ 福島医大 テアニンの働き解明. 福島民

友; 20220112; 2. 
 
小島祥敬. 泌尿器希少癌の標準診療普及に向けた教育委員会主催特別プログラム（DVD）. 日本泌尿器科学会; 
202203. 
 
片岡政雄. 専門医と考える健康づくり 福島県民健康セミナー 女性のための泌尿器科外来. 福島民報; 20220318; 
4. 
 
片岡政雄. 専門医に聞く 女性のための泌尿器科外来①－②. テレビユー福島「なんでかんで見っせ！」（TV放

送）; 20220526. 
 
赤井畑秀則. 共同研究進捗報告 PBMCを用いた抗体関連型拒絶反応に対する早期診断法の確立と個別化医療への

応用. IFO Urology Forum 2022; 20220528; 大阪. 
 
小島祥敬. 専門医に聞く 前立腺がん？①－②. テレビユー福島「なんでかんで見っせ！」（TV放送）; 
20220609. 
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星誠二. 郡山で県医師会医学大会. 福島民報; 20221124; 3. 
 
小島祥敬. 前立腺癌教育ワークショップ 教育講演 前立腺癌の診断・治療（DVD）. 日本泌尿器科学会; 
202212. 
 
小島祥敬. 「安全」ということを伝えるのは難しい件. ぐぐるプロジェクト ラジエーションカレッジ公開講座; 
20221217; 福島. 
 
小島祥敬. 県立医大で公開講座 放射線への理解を深める 県立医大の専門家らが意見. 福島中央テレビ「ゴジて

れ×Sun！」（TV放送）; 20221218. 
 
小島祥敬. 放射線に対する正しい理解を…福島市で公開講座. 福島中央テレビニュースサイト（配信）; 20221218. 
 
小島祥敬. 放射線の影響 情報発信を模索 福医大で公開講座. 福島民報; 20221218; 2. 
 
佐藤雄一. 実情 原因の半分は「男性不妊」100人に1人…無精子症治療へ. 福島中央テレビ「ゴジてれ×

Sun！」（TV放送）; 20221219. 
 
小島祥敬. 放射線正しく読解を 公開講座 福島医大教授ら解説. 福島民友; 20221219; 10. 
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論  文 

 
〔原 著〕 
 
Imaizumi M, Suzuki T, Murono S. Cone beam computed tomography with oral contrast for accurate diagnosis 
and surgical planning of pharyngeal leakage and fistula: a case series. Brazilian Journal of 
Otorhinolaryngology. 202211; 88(Suppl 4):S50-S57. 
 
Kiyota N, Tahara M, Mizusawa J, Kodaira T, Fujii H, Yamazaki T, Mitani H, Iwae S, Fujimoto Y, Onozawa Y, 
Hanai N, Ogawa T, Hara H, Monden N, Shimura E, Minami S, Fujii T, Tanaka K, Homma A, Yoshimoto S, 
Oridate N, Omori K, Ueda T, Okami K, Ota I, Shiga K, Sugasawa M, Asakage T, Saito Y, Murono S, 
Nishimura Y, Nakamura K, Hayashi R. Weekly Cisplatin Plus Radiation for Postoperative Head and Neck 
Cancer(JCOG1008): A Multicenter, Noninferiority, Phase Ⅱ/Ⅲ Randomized Controlled Trial. Jounal of 
Clinical Oncology. 202201; 40(18):1980-1990. 
 
Ikeda M, Suzuki M, Matsuzuka T, Ishii S, Sato H, Murono S. Neoadjuvant Superselective Intra-Arterial 
Cisplatin Chemoradiotherapy Combined With Surgery in Patients With T4 Squamous Cell Carcinoma of the 
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